
●間伐推進強化期間の取組（10/1） 

●平成 19 年 8 月豪雨、8 月秋雨前線豪雨
等に係る災害関連緊急治山等事業の採択
（10/4） 

●澤農林水産大臣政務官の国内出張（10/15） 

●平成 19年度間伐・間伐材利用コンクール
〈10/18に修正〉（10/15） 

●緑資源機構の入札監視のための委員会
（10/22）

●世界銀行の森林炭素パートナーシップ基金へ
の我が国の拠出（10/22）

●気候変動に関する非公式閣僚会合の結果
（10/26） 

●緑のオーナー問題検討チームのとりまとめ結
果（10/26） 

● 第 43 回 国 際 熱 帯 木 材 理 事 会 の 開 催
（10/29）

きのこの日

10 月 15 日は何の日かご存じですか。「香りまつたけ

味しめじ」と詠われ秋の味覚として親しまれているきの

こが最も多く収穫されるのが 10 月なので、業界ではそ

の月の中日をきのこの日と定めＰＲに努めています。

ところできのこは秋だけのものと思われてはいません

か。実は、春に多く収穫されるきのこもあります。春の

きのこの代表としてしいたけがあげられます。林間のほ

だ場を利用して自然栽培されているしいたけは、春に多

く収穫されます。これらしいたけの大半が乾しいたけに

加工されており、年間生産量のほぼ９割近くが春に収穫

されています。

しかし、乾しいたけの生産量は年々減少しており、国

内需要量の 3割ほどになってしまっています。このため、

林野庁では原木しいたけ再生プランを作成し復活を図っ

ています。

きのこ類には、体内のカルシウム代謝に関わりを持つ

ビタミン Dや免疫活性力を高めると言われているβ─グ

ルカンなどが多く含まれています。秋の夜長にきのこ鍋

を囲んでみませんか。

こ
れ
ま
で
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
に
間
伐
や

下
草
刈
り
は
必
須
な
こ
と
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
の
土
地
の
森
林
の
歴
史
や
知
識
を
自
ら
学
び
、

そ
れ
を
多
く
の
人
た
ち
に
伝
え
る
こ
と
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ん
だ
と
実
感
し
た
と
き
、
ど
こ
か
気
が
楽
に

な
り
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
た
方
は

ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
間
伐
や
下
草
刈
り
な
ど
の

作
業
は
重
労
働
で
、
な
か
な
か
大
変
な
も
の
で
す
。
心

の
ど
こ
か
で
〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
体
力
あ
り
き
〉
と
さ

え
思
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
体
力
が
な
く
て
も
立

派
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
え
る
こ
と
に
気
が
つ
い

た
の
で
す
。
今
回
取
材
し
た
福
島
県
緑
の
協
力
隊
の
活

動
の
一
つ
で
あ
る
緑
の
案
内
人
と
い
う
活
動
は
、
そ
の

土
地
に
興
味
を
も
ち
、
正
確
な
情
報
を
人
に
伝
え
る
と

い
う
も
の
。
こ
れ
な
ら
、
体
力
の
な
い
お
年
寄
り
や
子

ど
も
で
も
す
ぐ
に
参
加
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
、
こ

の
よ
う
な
山
以
外
で
行
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
も
参

加
し
て
み
よ
う
、
と
思
い
ま
し
た
。
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林野庁プレスリリース（10月）
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